
13 ギカイのひろば Vol.210

総務産業建設委員会

　11月24日、総務産業建設委員会は、町
農業委員会と意見交換会を行いました。農
業委員会からは、不耕作地対策、高齢化、
農地以外への転用が困難な農業振興地域の
実情など、町の農業が抱えている課題につ
いて説明がありました。その後、町の農業
振興に向けて、お互いに意見を交わしまし
た。今後の農業振興策に向け、大変参考に
なりました。

農業委員会と意見交換会

を開催しましたを開催しました

「みずほ まちなか会議」「みずほ まちなか会議」

議員との対話集会

　11月25日に町議会厚生文教委員会で
は、「子育て支援」をテーマにし、「み
ずほ まちなか会議」を町民会館で開催
しました。今回は、参加者の方を含めて
ワークショップを行うといった初めての
試みでした。
　平日の夜にもかかわらず、参加してい
ただいた皆様、ありがとうございました。
次回も多くのご参加をお待ちしています。
（総務産業建設委員会担当のまちなか会
議の報告は、次号【211号】に掲載予定）
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　泉大津市では福祉施策の狭間でサービ
スに届かず、困難を抱えている高齢者や
ひきこもりなどを支援するためコミニュ
ティソーシャルワーカー（CSW）を配
置していた。CSWは要支援者を家庭訪
問し、丁寧に話を聞いて信頼関係を構築
し、必要なサービスに繋げたり同行した
りして解決に繋げていた。
　要支援者に継続的に寄り添い解決につ
なげていくCSWは大変有用であると考
える。わが町でも検討すべきと提言した。

要支援者に寄り添い困難を解決
～コミュニティソーシャルワーカー（CSW）の機能促進事業について～
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　神戸市灘区では、モラル教室の実施な
ど意識の醸成を図ると共に、学校や関係
団体が協議して、子供たちが主体的にル
ール作りできるようサポートし、中学生
自らが考えた「スマホ・携帯利用のルー
ル」の策定を実現させた。校長先生が
「子どもたちに、やればできるという自
信といじめは許さないとの自覚ができ
た」と語ったとおり、大切な事だと感じ
た。わが町の「ストップ22」を更に進め
るためにも、こうした子どもの自立を促
す取り組みをしていくべきと考える。

子ども達が自主的に取り組む
～子どもたちがつくるスマホ・携帯利用のルールづくりの取り組みについて～

委員会活動報告
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寸劇で分かりやすく説明してくれたCSWの方々

展示されている作品（生徒作成）の説明を受けている様子


